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	１　危害要因・ばく露実態の評価に必要な科学的知見の集積
	１　研究事業
	（２）食品中の微量化学物質・汚染物質のばく露と健康影響に関する研究
	（３）薬剤耐性菌の特性解析に関する研究

	２　調査事業

	２　健康影響発現メカニズムの解明
	１　研究事業
	（１）食品中の微量化学物質・汚染物質の健康影響発現メカニズムに関する研究
	食品中の無機ヒ素等へのばく露による健康影響発現メカニズムに関し、特に、ヒト体内での影響発現メカニズムに着眼した研究を実施する。



	３　新たなリスク評価方法等の確立
	１　研究事業
	（２）細菌性食中毒の原因細菌の定量的リスク評価に関する研究

	２　調査事業

	４　その他
	（１）研究者からの提案に基づく研究
	上記に掲げる研究課題以外の食品健康影響に関する研究について幅広く若手も含む研究者からの提案を求め、その中からリスク評価に有用な研究課題を採択し、研究を実施する。

	（２）その他食品健康影響評価に関する研究・調査
	上記に掲げる研究課題の他、食品安全委員会が必要かつ緊急性があると認める課題について研究・調査を実施する。



